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都議会自民党 桜井 浩之

東京都議会自由民主党を代表いたしまして、第 136 号議案、平成 24 年度一般

会計補正予算第３号をはじめ、本日の本会議において議決する全ての議案に賛

成の立場から討論を行います。

今年度の都税収入は、復興需要等による企業収益の持ち直しなどにより、当

初予算を 1,040 億円上回る見込みです。都税収入が前年を上回るのは実に５年

ぶりのことであり、政権交代後の矢継早の対策により、停滞していた景気にも

ようやく回復の兆しが見え始めました。

補正予算第３号では、こうした都税の増収を活用することに加え、不用額の

精査等により確保した財源を基金残高の確保や都債の発行抑制に用いておりま

す。景気対策にせよ、防災対策にせよ、安定した財政基盤があればこそ成し得

ることであり、このように、今後の財政環境の変動に備えた手立てをしっかり

と講じていることを評価するものです。

多くの都民・国民から志が寄せられた尖閣諸島寄附金については、国による

尖閣諸島の活用に関する取組のための資金とするため、条例を制定し、基金を

設置することとしています。今回の基金化は、我が党の尖閣諸島に関する基本

方針にも適い、都が国の動向を見極めつつ、寄附者の志を活かすとしたことは、

適切な対応であると理解を示すものです。

また、新政権による緊急経済対策への対応として、補正予算第４号が追加で

提案されています。

国の補正予算で拡充される基金について、国庫支出金を受け入れ、基金に積

み立てるものですが、子育てや雇用対策、社会福祉や医療など、いずれも都民

生活に密着した重要性の高い分野のものです。これから事業化を図っていくと

のことですが、多くの都民がこの経済対策の効果を、一刻も早く実感できるよ

う、速やかに実施していただくことを強く要望しておきます。

このほかにも、第 121 号議案の都立荏原看護専門学校改築工事請負契約をは

じめ、都営住宅や都立高校の耐震化整備を進めていく契約案が提出されていま

す。都有施設の適切な維持・更新は、質の高い行政サービスの提供や都民の安

全・安心の確保には欠かすことのできないものであり、事業の着実な推進を求

めるものです。

我々、東京都議会自由民主党は、責任政党として、山積する都政の諸課題の

本質を見極めた建設的な議論により都政を着実に前に進め、都民の暮らしを守

り、東京から日本の輝かしい未来を切り拓いていくことをお誓い申し上げ、討

論を終わります。


